
事業計画書  （令和6年度） 
 
１ 事業運営の基本方針 
 
（１）良質なサ－ビスを提供できるよう、利用者及びその家族の立場にたった（尊厳・「利用者

本位」・自立支援・サ－ビスの選択「自己決定」を尊重した訪問介護事業を行なう。 
（２）従事職員の資質の向上を図るため、積極的にあらゆる機会の福祉、医療、保健関係機関等

との連携と研修・講習会等に参加していきます。 
（３）介護運営基準、行政通達等を厳守し健全な介護事業を推進いたします。 
 
２ 利用者確保の取り組み 
 
  サ－ビス実施地域内の基幹支援事業所及び居宅支援事業所を訪問するほか、関係機関等との

連携を蜜にして地域密着型の介護事業等を実施して、利用者の信頼を得られるよう取組みま
す。 

 
３ 従業員の採用状況４月より採用予定者の増員を計画し随時募集する。 
 
４ 従業員の研修 ※職場研修担当者の設置・職員のキャリアパス処遇改善の取り組みを行う。 
  人材育成の評価制度（アセッサ－）講習修了した職員の配置。 
  訪問介護員等の質的向上を図るため、研修の機会を積極的に進めます。 
  また、年１２回、定期的に介護員及び従事職員の研修を実施していく。 
  外部講習及び研修に参加し質の向上の取り組を基礎とします。 

当事業所はセクシャルハラスメントの対策として、職員に国の指針パワハラの趣旨を明確化
し、周知・啓発の体制の整備をおこないました。  

 
５ 健康診断の計画  定期健康診断の完全実施。 
 
６ 損害賠償保険加入は行なっている。 出光（損保）と契約。 
 
７ サ－ビス提供計画 
 
  介護予防サ－ビス「介護予防・日常生活支援総合事業（新総合事業）が開始された。 
  要支援１・２ （介護保険の対象者で、要介護状態が軽く、生活機能が改善する 
          可能性の高い人などの方の予防支援の実施・段階的に廃止の方向） 
  要介護認定者 （介護保険サ－ビスによって、生活機能の維持・改善を図ることが 
          適切な人など）日常生活の自立支援の実施 
 
８ 利用者見込数 
 
  毎月の利用者見込みについては、※別紙の収支予算書のとおりある。 
  ※（ＮＰＯ決算報告の内容）令和4年度の収支は赤字決算でした。 
 
９ 資金計画（運転資金） 自己資本で対応。 
 
10 道路運送法（有償運送７８条２号許可）安心・安全の確保・利便性の向上・適正運営 
  八王子福祉交通運転者技術講習セミナ－本年度も引き続き開催  

 
11  八王子市と移動支援事業を受託し事業を展開する。  

  当法人は総合事業の通所B・C訪問Cを受託、市内のリハビリ－施設・病院等の送迎を行う。  

 

12 移動サポ－ト相談室（設立）事業者・一般等相談事業・安全確保のため認定講習の実施。 
      
13  事業運営に必要となる書面（契約書等）の確立   
 
   現在、重要事項説明書、契約書、サ－ビス提供記録簿、訪問介護計画書、その他 
   必要とする書式の整備等、会計処理等の必要書面を完結させる。 
 
                              令和６年４月１日 
 


